
「知恵と学問の神」 
フクロウは、ギリシャ神話の知恵の女神 

アテナの従者だったことから、知恵や学問、

芸術のシンボルとされています。 

  そこから、みやこ町図書館のシンボル

が「フクロウ」になりました。 
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ふくろうの森通信は、合併３年目の２００８年７月１日に第１号が発行されました。 

年４回の発行ではじまった「ふくろうの森通信」ですが、２０１５年５月から毎月発行 

になり、２０２１年４月で第１００号を迎えることができました。 

これからも図書館の魅力をお伝えしていきたいと思います。 

知りたい事やご意見などありましたら、是非お聞かせ下さい。 

 

祝！ ふくろうの森通信 第１００号 ！！ 

図書館のシンボルが「フクロウ」なのは？ 

新刊案内 

 

会場：中央館 
あかちゃんのおはなし会（０～２歳向け） 

    第２・４金曜日  １１時～ 

おはなし会（３歳～小学校低学年向け） 

  第１・３土曜日  １４時～ 
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                      みやこ町図書館だより 

                ふくろうの森通信 
（発行：２０２１年４月１日 第１００号） 

発行              

  

■『AI は人類を駆逐するのか?』 太田裕朗(著) 幻冬

舎メディアコンサルティング ■『明智光秀の謎』 

菅原倫(著) つむぎ書房 ■『赤ちゃんと体内時計』 

三池輝久(著) 集英社 ■『足裏の痛み・しびれ』 文

響社 ■『東電原発事故 10 年で明らかになったこ

と』 添田孝史(著) 平凡社 ■『緊急事態宣言の夜に』 

さだまさし(著) 幻冬舎      

 

 

 

 

 

 

  

■『草原のサーカス』 彩瀬まる(著) 新潮社 ■『気が

つけば地獄』 岡部えつ(著) KADOKAWA ■『代理母、

はじめました』 垣谷美雨(著) 中央公論新社 ■『オム

ニバス』 誉田哲也(著) 光文社 ■『168 時間の奇跡』 

新堂冬樹(著) 中央公論新社 ■『愛の渇き』 三島由紀

夫(著) 新潮社 ■『罰当り』 藤井邦夫(著) 講談社    

■『帝国の弔砲』 佐々木譲(著) 文藝春秋   

 

 

 

 

 

 

  

 
～小説～ 

 

～その他～ 

 



『あつかったらぬげばいい』 

ヨシタケシンスケ（著）白泉社（2020）        

あつかったらぬげばいいし、

さむかったらきればいい。 

すごくシンプルなのに奥深

い。心に響く一冊です。我慢

して頑張っている大人に読ん

で欲しいです。[ツム]         

 

『渦巻く回廊の鎮魂曲(レクイエム)』  

風森 章羽（著） 講談社（2014） 

       霊媒師アーネストに持ち込まれ

たのは、奇妙な屋敷から忽然と消

えた少女の捜索依頼だった。 

       英国の由緒正しき霊媒師一族の

末裔アーネストと、霊感ゼロの喫

茶店店主・佐貴が不思議な事件に

挑むシリーズ第１弾。[しっぽ] 

                      

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

図書館員おすすめの本 

第１００号から「ふくろうの森通信」がリニューアル！！ 

カラー版での配布となり、おすすめ本の表紙も見やすくなりました。 

未だにコロナ禍で見通しが立たない毎日ですが、ステイホームの楽しみを図書館で 

見つけませんか？ 気になる本、知りたい事などお気軽にお尋ねください。 [ま] 

旅行本や写真集。   [ま] 

旅してみませんか？ （ま） 
休館日    中央館：毎週火曜日    犀川・勝山館：毎週月曜日   全館：毎月最終木曜日 

開館時間    全館 10:00～18:00   

みやこ町中央図書館 ☎33-1040   みやこ町犀川図書館 ☎42-3330   みやこ町勝山図書館 ☎32-3455 

 

 

『さとやまさん』 

工藤 直子（文）今森 光彦（写真） 

アリス館（2018） 

人と自然をつなぐ大切な場所「里

山」の四季を、豊かな写真とやさ

しく語りかける言葉で綴った写

真絵本です。自然の美しさと大切

さを感じられる一冊です。［K］ 
『彼方の光』 

シェリー・ピアソル（作）斎藤倫子(訳)偕成社（2020） 

 

『いまはそれ アウトです!』 

        菊間千乃（著） アスコム（2020） 

        これくらいいいよね？とやって

しまいがちなことが、なぜアウトな

のか、わかりやすく説明していま

す。事例を通して自分の常識と社会

のルールを確認する事ができ、仕事

や家庭で読んでおくと役に立つ法

律の本です。   〔Dream〕 

気になった本がありましたら、 

職員にお気軽にお問合せください。 

他館からの取り寄せ、貸出中の場合 

は予約ができます。 

160 年ほど前のアメリカ。11 歳の

黒人奴隷サミュエルは、同じ奴隷で年

老いたハリソンの逃亡計画に巻き込ま

れてしまう。少年と老人の無謀とも思

える旅だが、ハリソンにはどうしても

サミュエルを連れて行かなければなら

ない理由があった。命の危険を冒しな

がら前に進むしかない二人の姿に心打

たれる物語。[ｉｉ] 

https://www.hanmoto.com/bd/isbn/9784776210986

